
石狩振興局地区専任手話通訳者連絡会議 

平成２９年度報告書 

平成２９（２０１７）年４月～平成３０（２０１８）年３月 

◆ 発行にあたって ◆ 

平成１０（１９９８）年に石狩支庁地区専任手話通訳者連絡会議（当時）が発足 

して以来、中間報告書として数年毎にまとめてパートⅣまで発行してきました。 

その後は単年度ごとに発行することとし、今回、平成２９年度分をお届けします。 

この報告書が各種手話通訳事業、手話通訳者の研修のあり方や健康問題等に 

ついて自治体等で担当される方々にも参考にして頂き、活用いただければ幸いです。 
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石狩振興局地区専任手話通訳者連絡会議の位置づけについて 

 

 

１．発足日  平成１０年５月２７日（水） 第１回目の会議を開催 

 

２．目的 

（１）石狩振興局地区手話通訳者派遣ネットワークの整備、連絡調整を行う。 

（２）専任・専従手話通訳者の業務のあり方について検討を行う。 

（３）手話通訳者の派遣、養成等に関しての検討を行う。 

 

３．構成メンバー 

  石狩振興局地区専任・専従手話通訳者によって構成される。 

  その内訳は次のとおり。 

札幌市、江別市、千歳市、北広島市、石狩市、恵庭市、北海道手話通訳派遣 

センター石狩、北海道手話通訳派遣センター本部（オブザーバー）、道障がい者

保健福祉課手話通訳員（オブザーバー）。 

  この他に、石狩振興局地区自治体職員（手話通訳事業担当等）の出席。 

 

４．会議の進め方 

  専任・専従手話通訳者の実務会議と石狩圏域ネットワーク連絡会議の２本立て

で行い、ネットワーク連絡会議には各自治体の手話通訳事業等担当者の参加を 

呼びかけていく。 

 

５．各自治体の手話通訳者派遣事業担当者と共に協議が必要と思われるもの 

（１）災害・緊急時（時間外、休日も含む）の派遣ネットワーク対応について 

   日常的な派遣ネットワークを充実させることが基本。 

   現在、機能しているネットワークとこれから作り上げていくネットワークの 

  整理と検討。 

（２）手話通訳者研修会（専任・専従・登録）の充実 

（３）手話通訳者の健康問題～頸肩腕障害の予防と対策 

 

６．連絡会議の役割 

  全道に先駆けて連絡会議を開催してきた意義や目的を発信し、圏域ネット 

ワーク連絡会議が道内各地で構築されるべく、牽引的役割を果たしていく。 

 

 

 平成２７年５月２０日 

  平成２７年度第１回石狩振興局地区専任手話通訳者連絡会議で確認 



回　数 開催月日・曜日 開催場所

連絡会議での主な検討及び報告事項一覧表(H29年度）

江別市
（市役所内西棟

会議室）

北広島市
福祉ｾﾝﾀｰ講堂

恵庭市
（市役所内会議室）

千歳市
（社会福祉協議会

内会議室1）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

主な内容（項目）

・中間報告書パートⅣ作成について
・平成２７年度から平成２８年度の作成について
・地域の意思疎通支援事業について
・日常業務を通しての意見・情報交換
・その他

・中間報告書パートⅣについて
（平成２４年度～平成２６年度分）
・平成２７年、平成２８年度分の作成について
・地域の意思疎通支援事業について
・日常業務を通しての意見・情報交換
・その他

第６回

  ５月１７日
（水）

　７月１９日
（水）

　９月２０日
（水）

１１月１５日
（水）

　１月１７日
（水）

　３月１４日
（水）

・中間報告書パートⅣについて
・平成２７年、平成２８度分の作成について
・地域の意思疎通支援事業について
・日常業務を通しての意見・情報交換
・その他

・中間報告書パートⅣについて
・平成２７年、平成２８度分の作成について
・地域の意思疎通支援事業について
・日常業務を通しての意見・情報交換
・その他

・中間報告書パートⅣについて
・平成２７年、平成２８度分の作成について
・地域の意思疎通支援事業について
・日常業務を通しての意見・情報交換
・その他

・中間報告書パートⅣについて
・平成２７年、２８年度分の作成について
・地域の意思疎通支援事業について
・日常業務を通しての意見・情報交換
・来年度の開催地・月日について
・その他

石狩市
（総合保健福祉

センター
　「りんくる」）

札幌市
（視聴覚障がい者
情報センター）
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本
部

～
北

海
道

全
域
 

各
管

内
在

住
及

び
来

訪
の

聴
覚

障
害

者
 

派
遣
地
域

は
原
則
と
し

て
札
幌
市
内

の
み
 
 
 

 

（
ケ
ー
ス

に
よ
っ
て
は

市
外
派
遣
も

可
）
 

札
幌
市
内

在
住
及
び
市

外
か
ら
の
聴

覚
障
害
者

 

対
象

外
地

域
へ

の
対

応
 

他
の
関
係

機
関
に
依
頼

 
他
の
関
係

機
関
に
依
頼

 
他
の
関
係

機
関
に
依
頼

 
対
象
地
域

の
実
施
主
体

に
連
絡

 

派
遣
制
度

利
用
の
た
め

の
調
整
を
行

う
 

 

健
康

問
題

へ
の

対
応

 

手
話

通
訳

者
頸

肩
腕

健
診

実
施

（
年

１
回

）
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

受
診

機
関

～
勤

医
協

札
幌

病
院

 
 
 
 
 

 
 
 

＊
定
期
的

受
診
は
、
特

別
職
非
常
勤

職
員
の
み

 

手
話

通
訳

者
頸

肩
腕

健
診

実
施

（
年

２
回

）
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

受
診

機
関

～
勤

医
協

札
幌

病
院

 

 

手
話

通
訳

者
頸

肩
腕

健
診

実
施

（
年

２
回

）
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

受
診

機
関

～
勤

医
協

札
幌

病
院

 

＊
詳
細
に

つ
い
て
は

、「
石

狩
振
興
局

地
区
に
お
け

る

手
話
通
訳

者
の
頸
肩
腕

健
診
状
況
一

覧
表
」
参
照

 

受
診

機
関

～
勤

医
協

札
幌

病
院

 



【
手
話
通
訳
者
派
遣
制
度
一
覧
表
】
 

  
２
０
１

８
（
平
成
３

０
）
年
３
月

３
１
日
現
在

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

№
２
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

自
治

体
及

び
団

体
名

 
千
歳
市

 
江
別
市

 
北
広
島
市

 
石
狩
市

 
恵
庭
市

 

専
従

（
専

任
）

手
話

通
訳

者
 

設
置

年
 

１
９

７
８

（
昭

和
５

３
）

年
４

月
１

日
 
１

９
９

４
（

平
成

６
）

年
４

月
１

日
 
１

９
９

５
（

平
成

７
）

年
１

０
月

１
日

 
１

９
９

６
（

平
成

８
）

年
１

０
月

１
日

 
２

０
０

７
（

平
成

１
９

）
年

４
月

１
日

 

登
録

手
話

通
訳

者
制

度
開
始

年
 
１

９
７

８
（

昭
和

５
３

）
年

４
月

１
日
 
１

９
８

４
（

昭
和

５
９

）
年

４
月

１
日

 
１

９
９

４
（

平
成

６
）

年
４

月
１

日
 
１

９
９

７
（

平
成

９
）

年
４

月
１

日
 
１
９
９
９
（

平
成
１
１

）
年
１
０
月

１
日
 

実
施

主
体
 

千
歳
市

 
江
別
市

 
北
広
島
市

 
石
狩
市

 
恵
庭
市

 

運
営

主
体
 

社
会
福
祉

法
人
千
歳
市

社
会
福
祉
協

議
会
 

（
委
託
）

 

江
別
市
（

健
康
福
祉
部

）
 

北
広
島
市

（
保
健
福
祉

部
）
 

 

石
狩
市
（

保
健
福
祉
部

）
 

恵
庭
市
（

保
健
福
祉
部

）
 

専
任

手
話

通
訳

者
数

と
身

分
 

１
名
 
社

協
嘱
託
職
員

 

（
週
２
９

時
間
）

 

１
名
 
第

２
種
非
常
勤

職
員
 

（
週
２
９

時
間
以
内
）

 

１
名
 
第

１
種
非
常
勤

職
員
 

（
週
２
８

時
間
４
５
分

）
 

３
名
 
第

２
種
非
常
勤

職
員
 

（
週
２
９

時
間
）

 

１
名
 
非

常
勤
職
員

 

（
週
２
９

時
間
）

 

登
録

手
話

通
訳

者
数

と
身

分
 

１
４
名
 

市
登
録

 
１
１
名
 

第
１
種
非
常

勤
職
員

 
１
４
名
 

特
別
職
非
常

勤
 

８
名
 
委

嘱
 

5
名
 
（
市
登

録
）

 

登
録

手
話

通
訳

者
の

選
考
方

法
 

千
歳
市
登

録
手
話
通
訳

者
推
薦
審
査

 

 

[
試
験
内
容
]
 

手
話
技
術

審
査
（
読

み
取

り
、
聞

き
取

り
）
 

面
接
試
験

、
小
論
文

  

[
審
査
員
]
 

千
歳
聴
力

障
害
者
協
会

会
員
 

千
歳
市
社

協
専
従
手
話

通
訳
者

 

地
元
手
話

通
訳
士
有
資

格
者
 

  

 
江
別
市

手
話
通
訳
登

録
者
採
用
試

験
 

（
平
成
２

０
年
施
行
）

 

試
 
験
～

小
論
文

 

手
話
技
術

（
読
取
り
記

述
、
 

聞
き
取
り

表
現
）

 

面
接
試
験

 

 審
査
員
～

江
別
市
担
当

職
員
 

 
 
 
 

専
任
手
話
通

訳
者
 

 
 
 
 

江
別
市
手
話

通
訳
登
録
者

 

 
 
 
 

江
別
聴
力
障

害
者
協
会
会

員
 

北
広
島
市

登
録
手
話
通

訳
者
推
薦
要

領

（
成
６
年

３
月
２
７
日

施
行
）

 

平
成
８
年

、
町
か
ら
市

へ
 

北
広
島
聴

力
障
害
者
協

会
の
推
薦
を

 

受
け
て
市

が
認
定

 

（
試
験
～

筆
記
、
聞
き
取

り
、
読

み
取
り

、  

面
接
）
 

 
一
般
公
募

 

 

審
査
員
～

ろ
う
協
３
名

、
専
通
者

、
市

担

当
者
（
立

ち
会
い
と
し

て
）
 

石
狩

市
手

話
通

訳
者
登

録
試

験
実

施
要

領
 

（
平
成
２

７
年
４
月
１

日
よ
り
施
行

）
 

 

【
試
験
内

容
】
 

筆
記
、
聞

き
取
り
、
読

み
取
り
、
面

接
 

 

【
審
査
員

】
 

石
狩
聴
力

障
害
者
協
会

員
 

石
狩
市
専

任
手
話
通
訳

者
 

石
狩
市
の

障
が
い
福
祉

の
担
当
課
長

 

恵
庭

市
手

話
通

訳
者

推
薦

及
び

登
録

要

項
（
平
成

１
１
年
７
月

１
日
よ
り
施

行
）

千
歳

聴
力

障
害

者
協

会
の

推
薦

を
受

け

て
市
が
登

録
 

（
試
験
～

聞
き
取
り

、
読
み

取
り
、
面
接

、
 

小
論
文
）

 
 
一
般
公

募
 

 

審
査
員
～

ろ
う
協
、
専

通
者
（
石
狩

振
興

局
等
）
、
市
担

当
者

 

登
録

手
話

通
訳

者
の

派
遣

費

〔
交

通
費

等
の

扱
い

〕
 

派
遣
費
：

１
時
間
１
,
０
０

０
円

 

交
通
費
：

公
共
交
通
機

関
は
実
費

 

自
家
用
車

：
１
派
遣
２

０
０
円

 

（
緊
急
時

夜
間
な
ど
状

況
に
よ
り

 

タ
ク
シ
ー

可
）
 

３
時
間
未

満
 
 
 
 

２
,
４
３
０
円

 

３
時
間
以

上
 
 
 
 

４
,
０
５
０
円

 

交
通
費
：

実
費
 

 
 

３
時
間
未

満
 
 
 
 

３
,
９
０
０
円

 

３
時

間
以

上
１

時
間

を
越

え
る

ご
と

に

加
算
 
１
,
０

０
０
円

 

交
通
費
：

市
外
の
み
実

費
 

 

派
遣

費
：

１
時

間
 
 
 
 
 
１

,
５

０
０

円
 

1
時

間
を

超
え

た
時

間
に

つ
き

３
０

分
毎

 

に
７

５
０

円
を

加
算

 

 ※
市

議
会

の
配

信
映

像
に

手
話

通
訳

映
像

を
挿

入
す

る
た

め
の

撮
影

に
関

す
る

業
務

に
つ

い
て

規
定

に
よ

り
得

ら
れ

た
報

酬
の

金
額

の
合

計
額

に
3
分

の
４

を
乗

じ
た

額
を

基
準

額
と

す
る

。
 

 交
通

費
：

公
共

交
通
機

関
 
 
 
 
 
実

費
 

自
家

用
車
 

同
一

区
域

内
 
 
 
 
３

０
０

円
 

 
 

石
狩

地
区

～
厚

田
区

 
 

９
０

０
円

 

 
 

 
 
 

 
～

浜
益

区
１

，
７

０
０

円
 

 
 

 
厚

田
区

～
浜

益
区

 
 

９
０

０
円

 

 
 
 
市

外
１

，
０

０
０

円
 

夜
間

・
緊

急
時

等
の
状

況
に

よ
り

、
 

タ
ク

シ
ー

可
 

３
時
間
未

満
 
 
２
，

４
０
０
円

 

３
時
間
以

上
 
 
４
，

０
０
０
円

 

交
通
費
：

市
内
実
費

 

市
外

は
市

職
員

の
旅

費
規

程
に

従
い

支
給

 

研
修

会
の

回
数

及
び

内
容
 

 

＊
別
紙
「

手
話
通
訳
者

研
修
会
一
覧

表
」
参
照

 

派
遣

対
象

者
及

び
地

域
 

対
象
者
～

千
歳
市
内
及

び
市
外
か
ら

の
聴
 

覚
障
が
い

者
 

対
象
地
域

～
原
則
と
し

て
千
歳
市
内

の
み
 

（
ケ
ー
ス

に
よ
っ
て
は

市
外
派
遣
も

可
）
 

対
象

者
～

個
人

又
は

団
体

で
市

内
在

住
 

及
び
市
外

の
聴
覚
障
が

い
者
等

 

対
象

地
域

～
石

狩
振

興
局

内
及

び
近

隣

市
町
村

 

対
象
者
～

北
広
島
市
内

在
住
及
び
市

外
 

か
ら
の
聴

覚
障
が
い
者

 

対
象
地
域

～
石
狩
振
興

局
管
内

 

 

対
象
者
～

石
狩
市
内
在

住
及
び
市
外

 

 
か
ら
の

聴
覚
障
が
い

者
 

対
象
地
域

～
北
海
道
全

域
 

 

対
象
者
～

恵
庭
市
内
在

住
及
び
市
外

 

 
か
ら
の

聴
覚
障
が
い

者
 

対
象
地
域

～
市
内
及
び

近
隣
市
町
村

 

 

対
象

外
地

域
へ

の
対

応
 

 

対
象
地
域

の
実
施
主
体

に
連
絡
し
、

派
遣
制
度
利

用
の
た
め
の

調
整
を
行
う

 

健
康

問
題

へ
の

対
応

 
 

＊
別
紙
「

手
話
通
訳
者

の
頸
肩
腕
健

診
状
況
一
覧

表
」
参
照

 



　
　
手
話
講
習
会
一
覧
表
（
平
成
2
9
年
度
）

自
治
体
名

　
　
　
　
名
称

入
門
課
程

基
礎
課
程

初
級
課
程
(入

門
）

中
級
課
程
(基

礎
)

入
門
課
程

基
礎
課
程

実
施
主
体

期
　
間

５
月
１
６
日
～
１
０
月
３
１
日

５
月
１
９
日
～
１
２
月
１
日

６
／
２
２
～
１
０
／
２
６

６
／
１
２
～
１
２
／
１
１

（
開
催
日
）

毎
週
月
曜
日

毎
週
木
曜
日

毎
週
木
曜
日

毎
週
月
曜
日

回
　
数

２
１
回
(修

了
式
含
む
）

２
６
回
（
修
了
式
含
む
）

１
８
回

２
３
回

時
間
帯

1
9
時
0
0
分
～
2
0
時
3
0
分

1
8
時
3
0
分
～
2
0
時
3
0
分

１
９
：
０
０
～
２
０
：
３
０

１
９
：
０
０
～
２
０
：
３
０

（
総
時
間
数
）

３
０
時
間

５
０
時
間

２
７
時
間

３
４
．
５
時
間

定
員

３
４
０
名

５
０
名

２
０
名

２
０
名

受
講
者

３
１
８
名

５
０
名

２
０
名

２
５
名

修
了
者

２
５
３
名

４
５
名

１
４
名

２
２
名

受
講
対
象

市
内
居
住
の
１
５
歳
以
上
の
者

市
内
居
住
の
１
８
歳
以
上
の
者

手
話
学
習
経
験
の
な
い
初
心
者
初
級
修
了
者
又
は
同
等
の
者

選
考
方
法

抽
選

抽
選

（
修
了
基
準
有
無
）

７
０
％
（
１
４
回
）
以
上
の
出
席

※
修
了
式
は
回
数
に
含
ま
な

い

７
０
％
（
１
８
回
）
以
上
の
出
席

※
修
了
式
は
回
数
に
含
め
な

い

講
　
師

各
支
部
２
名
×
１
０
区

札
聴
協
３
名
　
札
通
研
２
名

講
師
会
議

各
区
2
回

全
体
2
回

６
回

講
師
（
助
手
）
研
修
会

３
回

２
回

使
用
テ
キ
ス
ト

手
話
を
学
ぼ
う
手
話
で
話
そ
う

　
　
　
　
　
（
入
門
編
）

手
話
を
学
ぼ
う
手
話
で
話
そ
う

　
　
　
　
　
（
基
礎
編
）

予
算

６
９
，
０
０
０
円

８
９
，
５
０
０
円

連
絡
先

そ
の
他

考
察
（
講
習
会
の

分
析
、
修
了
者
の

動
向
他
）

手
話
の
会
の
紹
介
を
行
っ
た

結
果
、
数
名
が
手
話
の
会

見
学
を
行
い
入
会
を
検
討
。

次
年
度
の
上
級
講
座
の
案
内

と
手
話
の
会
未
加
入
者
に
会

の
紹
介
を
行
っ
た
（
終
了
者
の

う
ち
、
す
で
に
手
話
の
会
会
員

１
３
名

７
０
％
以
上
の
出
席

手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
学
ぼ
う
　
手
話
で
話
そ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
3
4
5
,2
0
0
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
0
,4
0
0
円

千
歳
聴
力
障
害
者
協
会
会
員

概
ね
１
５
回
以
上
の
受
講
者
に

修
了
証
書
授
与

無

概
ね
１
２
回
以
上
の
受
講
者
に

修
了
証
書
授
与

　
　
　
　
　
　
　
　
初
心
者
　
　
　
　
　
　
入
門
修
了
ま
た
は
同
等
レ
ベ
ル

定
員
は
特
に
決
め
い
て
い
な
い
。
開
講
条
件
と
し
て
１
０
名
以
上
で
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
4
名

　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
名

全
体
会
議
年
２
回
・
各
講
座
ご
と
に
不
定
期
で
開
催

江
別
市
手
話
講
習
会
運
営
委
員
会
講
師
団

（
協
会
会
員
・
サ
ー
ク
ル
会
員
・
通
研
会
員
）

無

札
幌
市

公
益
社
団
法
人
札
幌
聴
覚
障
害
者
協
会

札
幌
聴
覚
障
害
者
協
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
課

・
入
門
課
程
（
手
話
講
習
会
）

基
礎
課
程
（
中
級
手
話
講
習
会
）
に
進
み
た
い
7
6
名

・
基
礎
課
程
（
中
級
手
話
講
習
会
）

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
受
講
へ
５
名
（
終
了
不
可
者
含
む
）
,手

話
サ
ー
ク
ル
加
入
者
３
０
名

手
話
を
学
ぼ
う
　
手
話
で
話
そ
う

3
,7
5
4
,0
0
0
円

札
幌

市
千

歳
市

江
別

市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
・
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
時
間
数
（
８
０
時
間
）
：
入
門
課
程
３
５
時
間
　
基
礎
課
程
４
５
時
間
　
　
　

千
歳
市

江
別
市

運
営
主
体

千
歳
市
社
会
福
祉
協
議
会

江
別
市
手
話
講
習
会
運
営
委
員
会

千
歳
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

江
別
市
役
所
福
祉
課
（
電
話
０
１
１
－
３
８
１
－
１
０
３
１
）

５
月
１
０
日
～
１
２
月
２
０
日

　
　
　
　
　
　
毎
週
火
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
週
木
曜
日

２
８
回

無

１
８
：
４
５
～
２
０
：
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
６
時
間

４
回
（
運
営
委
員
会
講
習
会
部
担
当
の
学
習
会
）

・
入
門
課
程
修
了
者

　
８
割
が
基
礎
受
講
。

・
基
礎
修
了
者

　
約
半
数
が
基
礎
２
回
目
ま
た
は
養
成
講
座
受
講

修
了
者
の
約
３
割
が
手
話
サ
ー
ク
ル
加
入



　
　
手
話
講
習
会
一
覧
表
（
平
成
2
9
年
度
）

自
治
体
名

　
　
　
　
名
称

入
門
課
程

初
級

石
狩
市
手
話
講
習
会

（
入
門
・
基
礎
課
程
）

石
狩
市
手
話
基
礎
編

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

実
施
主
体

期
　
間

　
　
　
５
／
１
０
　
～
　
６
／
2
８

６
／
８
　
～
　
１
０
／
２
６

４
／
１
８
～
１
２
／
１
２

５
／
１
０
～
９
／
２
０

（
開
催
日
）

毎
週
火
曜
日

毎
週
水
曜
日

毎
週
火
曜
日

毎
週
水
曜
日

回
　
数

８
回

２
０
回

３
４
回

２
０
回

時
間
帯

１
３
：
３
０
　
～
　
１
５
：
３
０

１
８
：
３
０
　
～
　
２
０
：
３
０

１
３
：
３
０
～
１
５
：
３
０

１
８
：
３
０
～
２
０
：
３
０

（
総
時
間
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
時
間

　
　
　
　
　
　
　
４
０
時
間

６
８
時
間

４
０
時
間

定
員

　
　
　
　
　
　
　
１
０
名

　
　
　
　
　
　
　
２
０
名

２
０
名

１
５
名

受
講
者

　
　
　
　
　
　
　
　
７
名

　
　
　
　
　
　
　
１
７
名

１
３
名

１
０
名

修
了
者

　
　
　
　
　
　
　
　
６
名

　
　
　
　
　
　
　
１
１
名

１
３
名

１
０
名

受
講
対
象

　
　
　
１
８
歳
以
上
の
初
心
者

　
　
小
学
５
年
生
以
上
の
方

市
民
又
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

な
ど
さ
れ
て
い
る
方
で
、
手
話

に
興
味
が
あ
り
、
全
て
の
回
を

受
講
で
き
る
方

市
民
又
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

な
ど
さ
れ
て
い
る
方
で
、
初
級

講
習
会
な
ど
を
修
了
し
、
全
て

の
回
を
受
講
で
き
る
見
込
み
の

方
（
過
去
に
こ
の
講
座
を
受
講

し
た
方
は
対
象
外
）

選
考
方
法

定
員
を
超
え
た
時
は
抽
選

面
談
（
合
否
を
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
）

（
修
了
基
準
有
無
）

講
　
師

聴
力
障
害
者
協
会
・
登
録
手
話

通
訳
者

聴
力
障
害
者
協
会
・
専
任
手
話

通
訳
者
・
登
録
手
話
通
訳
者

講
師
会
議

講
師
（
助
手
）
研
修
会

使
用
テ
キ
ス
ト

予
算

連
絡
先

そ
の
他

考
察
（
講
習
会
の

分
析
、
修
了
者
の

動
向
他
）

　
　
講
習
会
終
了
後
、
数
名
が

サ
ー
ク
ル
に
加
入

２
０
名

石
狩
市

恵
庭
市

中
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
・
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
時
間
数
（
８
０
時
間
）
：
入
門
課
程
３
５
時
間
　
基
礎
課
程
４
５
時
間
　
　
　

運
営
主
体

北
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

石
狩
市

恵
庭
市

・
初
級
修
了
後
サ
ー
ク
ル
へ
加
入
し
た
受
講
者
が
多
い

１
３
名

１
０
名

市
内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学
す
る
人
（
高
校
生
以
上
）

１
９
：
０
０
～
２
０
：
３
０

３
３
時
間

２
２
回

６
/
６
～
１
１
/
１
４

石
狩
市
手
話
指
導
者
養
成
講
座
　
（
受
講
修
了
者
が
講
師
と
な
る
）

必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
開
催

北
広
島
聴
力
障
害
者
協
会

全
体
会
議
年
１
回
　
講
座
前
の
打
ち
合
わ
せ
・
終
了
後
の
反
省
会

講
師
に
よ
り
事
前
打
ち
合
わ
せ
あ
り

無
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
開
催

千
歳
聴
力
障
害
者
協
会

手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
学
ぼ
う
　
手
話
で
話
そ
う
」
手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
学
ぼ
う
　
手
話
で
話
そ
う
」

手
話
関
係
事
業
す
べ
て
を
含
む
；
５
９
０
，
０
０
０
円

４
０
０
，
０
０
０
円

北
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
０
１
１
－
３
７
２
－
１
６
９
８
）

石
狩
市
障
が
い
支
援
課
　
（
０
１
３
３
－
７
２
－
３
１
９
４
〉

恵
庭
市
障
が
い
福
祉
課
　
０
１
２
３
－
３
３
－
３
１
３
１

手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
学
ぼ
う
　
手
話
で
話
そ
う
」

９
０
，
７
０
０
円

先
着
順

（
７
割
以
上
出
席
）

初
級
課
程
を
修
了
し
た
人

ま
た
は
同
等
の
人

北
広

島
市

石
狩

市
恵

庭
市

（
８
割
以
上
の
出
席
）

北
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

毎
週
火
曜
日



　
　
手

話
通

訳
者

養
成

講
座

一
覧

表
（
平

成
2
9
年

度
）

自
治

体
名

名
称

実
施

主
体

　
　
　
運

営
主

体

期
　
間

4
月

5
日

～
1
1
月

2
2
日

5
月

1
8
日

～
3
月

2
8
日

（
開

催
日

）

回
　
数

3
5
回

4
7
回

時
間

帯

(総
時

間
数

）
７
０
時

間
９
０
時

間

定
員

受
講

者
数

１
５
名

2
2
名

（
転

入
あ
り
）

１
５
名

１
6
名

修
了

者
数

１
3
名

継
続

中

受
講

対
象

選
考

方
法

（
修

了
基

準
有

無
）

手
話

通
訳

者
登

録
数

0
名

継
続

中

（
登

録
試

験
の

有
無

）

講
　
師

講
師

会
議

７
回

（
説

明
会

・
反

省
会

含
む
）

6
日

回
（
説

明
会

・
反

省
会

含
む
）

講
師

研
修

０
回

#
R
E
F
!

使
用

テ
キ
ス
ト

予
算

連
絡

先

そ
の

他

考
察

（
養

成
講

座
の

分
析

、
修

了
者

の
動

向
他

）

毎
週

水
曜

日

１
８
：
３
０
～

２
０
：
３
０

選
抜

考
査

を
行

う
各

課
程

７
０
％

以
上

の
出

席

手
話

通
訳

Ⅰ
・
Ⅱ

　
実

践
課

程

修
了

年
度

の
統

一
試

験
に
合

格
す
る
者

が
僅

か

２
２
９
，
８
０
０
円

江
別

市
役

所
福

祉
課

（
電

話
0
1
1
-
3
8
1
-
1
0
3
1
）

江
別

の
養

成
講

座
修

了
後

登
録

通
訳

者
に
な
る
に
は

厳
し
い
状

況
の

為
、
修

了
者

は
道

の
養

成
講

座
を
受

講
す
る
流

れ
が

で
き
て
い
る

９
６
，
０
０
０
円

千
歳

市
社

会
福

祉
協

議
会

　
地

域
福

祉
課

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

地
元

手
話

の
会

会
員

７
名

（
非

会
員

１
名

）
・
う
ち
2
名

は
登

録
手

話
通

訳
者

と
し
て
す
で
に
活

動
し
て
お
り
、

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目

的
に
受

講
し
た
。

・
登

録
手

話
通

訳
者

受
験

申
し
込

み
な
し

1
,3
0
0
,0
0
0
円

手
話

通
訳

Ⅱ
　
ホ
ッ
プ
　
ス
テ
ッ
プ
　
ジ
ャ
ン
プ

手
話

通
訳

Ⅰ
ホ
ッ
プ
　
ス
テ
ッ
プ
　
ジ
ャ
ン
プ

札
幌

聴
覚

障
害

者
協

会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
課

（
６
３
３
－

７
５
７
５
）

江
別

市
手

話
交

通
会

運
営

委
員

会
講

師
団

（
江

別
聴

力
障

害
者

協
会

会
員

・
サ

ー
ク
ル

会
員

）

無
全

体
会

議
（
年

４
回

）
・
必

要
に
応

じ
て
開

催

無
４
回

（
江

別
市

手
話

講
習

会
運

営
委

員
会

主
催

）

札
幌

聴
覚

障
害

協
会

・
札

幌
手

話
通

訳
問

題
研

究
会

札
幌

市
専

従
手

話
通

訳
者

開
講

条
件

と
し
て
受

講
生

が
５
名

程
度

で
あ
る
こ
と

４
名

札
幌

に
住

所
、
勤

務
先

・
通

学
先

の
あ
る
１
８
歳

以
上

の
者

８
名

３
名

手
話

通
訳

を
目

指
す
方

。
基

礎
講

座
以

上
を
修

了
、
ま
た
は

同
等

レ
ベ
ル

の
方

。
中

級
課

程
修

了
者

又
は

修
了

と
同

等
の

者

札
幌

市
千

歳
市

江
別

市

札
幌

市
手

話
通

訳
者

養
成

講
座

上
級

Ⅱ
課

程
手

話
通

訳
者

養
成

講
座

（
公

社
）
札

幌
聴

覚
障

害
者

協
会

（
公

社
）
札

幌
聴

覚
障

害
者

協
会

千
歳

市

千
歳

市
社

会
福

祉
協

議
会

江
別

市

江
別

市
手

話
講

習
会

運
営

委
員

会

５
／

９
～

１
２
／

１
９

（
毎

週
火

曜
日

）
5
/
9
～

1
2
/
1
4

毎
週

木
曜

日

選
考

試
験

（
読

取
記

述
・
聞

取
表

現
・
面

接
）

７
０
%
以

上
の

出
席

及
び
修

了
試

験
（
読

取
記

述
・
聞

取
表

現
）

概
ね

２
１
回

以
上

受
講

者
に
修

了
証

書
を
授

与

0
名

0
名

無
有

有

全
３
２
回

２
８
回

１
９
：
０
０
～

２
０
：
３
０

４
８
時

間
１
８
：
４
５
～

２
０
：
４
５

５
６
時

間

千
歳

聴
力

障
害

者
協

会
・
手

話
通

訳
士

定
員

２
０
名

、
受

講
者

１
１
名



　　手話通訳者養成講座一覧表（平成29年度）

自治体名

名称

実施主体

　　　運営主体

期　間

（開催日）

回　数

時間帯

(総時間数）

定員
受講者数

修了者数

受講対象

選考方法

（修了基準有無）

手話通訳者登録数

（登録試験の有無）

講　師

講師会議

講師研修

使用テキスト

予算

連絡先

その他

考察（養成講座の
分析、修了者の動
向他）

無

北広島聴力障害者協会・専任手話通訳者

北広島市社会福祉協議会

７０％以上の出席修了証書

６／８　～１０／２６

毎週水曜日

１８：３０～２０：３０

４０時間

簡単な面接試験あり

１０名（受講者４名）

※開催予定をしていたが、申し込みがなかった為、
中止となる。

北広島市 石狩市

２０回

４名

手話による日常会話がある程度できる１８歳以上の方

恵庭市

中級講座 手話通訳者養成講座Ⅰ

必要に応じてそのつど開催

厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラム第１９講座～

手話関係事業すべてを含む（入門講座一覧に記載）

北広島市社会福祉協議会（０１１－３７２－１６９８）

必要に応じてそのつど開催

北広島市社会福祉協議会



自
治

体
名

北
海

道
石

狩
振

興
局

（
公

社
）
北

海
道

ろ
う
あ
連

盟

研
修

会
名

称
北

海
道

現
任

手
話

通
訳

者
研

修
会

北
海

道
現

任
手

話
通

訳
者

研
修

会
（
石

狩
振

興
局

含
む
）

開
催

回
数

３
回

３
回

内
容

第
１
回

：
場

面
通

訳
第

２
回

：
講

義
「
ろ
う
あ
者

が
望

む
手

話
通

訳
者

像
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
理

事
対

応
（
５
名

）
第

３
回

：
読

み
取

り
通

訳

＊
新

登
録

員
対

象
の

初
任

者
研

修
あ
り

第
１
回

：
場

面
通

訳
第

２
回

：
講

義
「
ろ
う
あ
者

が
望

む
手

話
通

訳
者

像
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
理

事
対

応
（
５
名

）
第

３
回

：
読

み
取

り
通

訳

＊
新

登
録

員
対

象
の

初
任

者
研

修
あ
り

〇
開

催
地

域
に
つ
い
て
～

道
内

１
４
総

合
振

興
局

（
振

興
局

）
で
開

催
。
た
だ
し
、
地

域
の

実
情

に
よ
り
第

１
回

と
第

３
回

を
管

内
数

か
所

で
開

催
し
て
い
る
総

合
振

興
局

（
振

興
局

）
が

あ
る
。

〇
第

２
回

は
地

域
の

セ
ン
タ
ー
登

録
通

訳
者

と
の

意
見

交
換

（
懇

談
）
も
含

め
て
連

盟
理

事
が

講
師

を
担

う
。

　
　
　
　
手

話
通

訳
者

（
専

任
：
専

従
・
登

録
）
参

加
研

修
会

一
覧

表
（
平

成
2
9
年

度
）

〇
独

自
で
開

催
の

研
修

会
内

容

・
第

４
３
回

全
道

ろ
う
あ
者

相
談

員
・
第

４
０
回

専
任

手
話

通
訳

者
研

修
会

（
札

幌
市

）
　
講

演
「
支

援
者

と
非

支
援

者
と
の

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
(心

の
境

界
線

）
の

理
解

」
　
　
（
主

催
：
北

海
道

ろ
う
あ
連

盟
）

手
話

通
訳

者
現

任
研

修
２
名

派
遣

手
話

通
訳

士
現

任
研

修
３
名

派
遣

（
国

リ
ハ

含
む
）

全
通

研
（
健

康
）
１
名

派
遣

講
師

育
成

テ
キ
ス
ト
Ⅲ

対
応

１
名

派
遣

独
自

で
開

催
の

研
修

会
内

容

他
機

関
主

催
の

研
修

会
内

容

〇
他

機
関

主
催

の
研

修
会

内
容

１
．
第

４
３
回

全
道

ろ
う
あ
者

相
談

員
・
第

４
０
回

専
任

手
話

通
訳

者
研

修
会

（
札

幌
市

）
　
講

演
「
支

援
者

と
非

支
援

者
と
の

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
(心

の
境

界
線

）
の

理
解

」
　
　
（
主

催
：
北

海
道

ろ
う
あ
連

盟
）

専 任 ・ 専 従 手 話 通 訳 者 登 録 手 話 通 訳 者

備
考

〇
他

機
関

主
催

の
研

修
会

内
容

・
第

４
3
回

全
道

ろ
う
あ
者

相
談

員
・
第

4
0
回

専
任

手
話

通
訳

者
研

修
会

（
札

幌
市

）
　
講

演
「
支

援
者

と
非

支
援

者
と
の

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
(心

の
境

界
線

）
の

理
解

」
倉

知
延

章
講

師
　
　
（
主

催
：
北

海
道

ろ
う
あ
連

盟
）



自
治

体
名

札
幌

市
千

歳
市

江
別

市

◍
独

自
で

開
催

の
研

修
会

　
専

通
も

登
通

と
同

じ
研

修
会

の
た

め
下

段
参

照

◍
他

機
関

主
催

の
研

修
会

・
全

国
聴

覚
障

害
者

情
報

提
供

施
設

協
議

会
主

催
　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
担

当
者

研
修

会
・
第

4
3
回

全
道

ろ
う

あ
者

相
談

員
第

4
0
回

全
道

専
任

手
話

通
訳

者
研

修
会

・
第

5
0
回

全
国

手
話

通
訳

問
題

研
究

集
会

～
サ

マ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
in

ひ
ろ

し
ま

～
・
全

国
手

話
研

修
セ

ン
タ

ー
主

催
　

2
0
1
7
年

度
手

話
通

訳
者

全
国

統
一

試
験

説
明

会
　

2
0
1
7
年

度
手

話
通

訳
者

現
任

研
修

会
・
聴

覚
障

害
者

の
精

神
保

健
福

祉
を

考
え

る
研

修
会

2
0
1
7

　
聴

覚
障

害
者

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

と
支

援
～

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
と

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
連

携
の

た
め

に
～

研
修

会
名

称
札

幌
市

・
札

聴
協

手
話

通
訳

者
現

任
研

修
会

①
千

歳
市

登
録

手
話

通
訳

者
研

修
会

②
要

約
筆

記
者

と
の

合
同

研
修

会
江

別
市

手
話

通
訳

登
録

者
定

例
研

修
会

／
要

約
筆

記
合

同
研

修
会

開
催

回
数

全
２

６
回

（
新

人
研

修
含

む
）

①
　

６
回

、
　

②
　

１
回

　
１

０
回

　
　

　
　

　
　

　
　

２
回

内
容

・
新

登
録

手
話

通
訳

者
研

修
会

（
３

回
　

※
認

定
式

・
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

除
く
）

・
札

幌
市

・
札

聴
協

手
話

通
訳

者
派

遣
・
養

成
事

業
等

に
関

す
る

事
業

説
明

会
・
実

務
　

「
手

話
通

訳
に

必
要

な
現

場
対

応
力

を
考

え
る

」
・
事

例
研

修
①

②
③

④
 「

通
訳

現
場

の
再

現
学

習
」

・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
①

②
③

④
 「

事
例

研
修

を
受

け
て

学
習

」
・
登

録
手

話
通

訳
者

懇
談

会
(札

幌
市

登
通

の
み

)
・
「
ろ

う
者

の
言

語
権

を
考

え
る

～
」
(外

部
講

師
依

頼
)（

札
聴

協
登

通
の

み
）

・
「
司

法
研

修
」
(外

部
講

師
依

頼
)（

札
聴

協
登

通
の

み
）
①

②
・
健

康
学

習
会

　
…

特
殊

健
康

診
断

結
果

を
受

け
て

担
当

医
を

含
む

学
習

（
札

幌
市

登
通

の
み

）
・
模

擬
通

訳
（
札

聴
協

登
通

の
み

、
市

登
通

兼
任

者
除

く
）

・
翻

訳
・
表

現
技

術
　

｢読
み

取
り

通
訳

・
聞

き
取

り
通

訳
｣①

②
・
出

張
報

告
　

「
専

従
手

話
通

訳
者

の
出

張
報

告
」

・
全

国
統

一
試

験
過

去
問

題
に

取
り

組
む

研
修

会
（
全

員
が

対
象

）
・
手

話
通

訳
者

会
議

①
「
医

療
・
教

育
」

・
手

話
通

訳
者

会
議

②
「
労

働
・
社

会
生

活
」

・
手

話
通

訳
者

会
議

③
「
講

演
会

・
式

典
」

・
前

年
度

の
実

績
報

告
・
意

見
交

換
・
事

例
検

討
・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
（
医

療
場

面
）

　
　

　
　

　
　

　
　

（
講

師
：
地

元
ろ

う
協

）
・
健

康
学

習
会

「
頸

肩
腕

症
候

群
予

防
　

垰
田

和
史

氏
の

D
V

D
鑑

賞
」

・
道

外
研

修
報

告
会

「
全

通
研

集
会

in
ひ

ろ
し

ま
」

　
（
報

告
者

：
専

通
１

名
、

登
通

２
名

）
・
舞

台
通

訳
実

技
練

習
　

（
講

師
：
地

元
ろ

う
協

）
・
新

テ
キ

ス
ト

「
手

話
通

訳
Ⅲ

」
の

学
習

　
（
講

師
地

元
ろ

う
協

）
  
(講

師
：
地

元
ろ

う
協

・
通

訳
実

技
練

習
「
舞

台
上

の
通

訳
」

 （
講

師
：
地

元
ろ

う
協

）
・
合

同
研

修
会

①
講

演
「
石

狩
市

手
話

基
本

条
例

の
目

指
す

も
の

」
 （

石
狩

市
保

健
福

祉
部

　
主

査
　

鈴
木

昌
裕

氏
）

②
聴

覚
障

が
い

当
事

者
体

験
発

表
「
私

と
手

話
の

関
わ

り
」

 （
地

元
ろ

う
協

　
会

長
　

佐
藤

　
義

典
氏

）

・
市

担
当

者
を

交
え

た
懇

談
会

・
外

部
講

師
研

修
会

　
「
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

」
　

講
師

：
札

幌
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
研

究
会

・
北

海
道

室
蘭

聾
学

校
　

　
　

　
　

教
頭

　
二

階
堂

　
洋

子
　

氏
・
ケ

ー
ス

会
議

・
技

術
研

修
　

場
面

通
訳

　
読

取
り

・
聞

取
り

　
　

（
協

力
：
江

別
聴

力
障

害
者

協
会

）
・
事

例
検

討
（
報

告
書

か
ら

の
事

例
を

抜
粋

）

※
対

象
は

札
幌

市
・
札

聴
協

登
録

手
話

通
訳

者
及

び
専

従
手

話
通

訳
者

全
員

。
※

2
0
1
5
年

度
か

ら
札

幌
市

・
札

聴
協

合
同

研
修

会
と

し
た

。
※

手
話

通
訳

者
会

議
は

自
主

研
修

の
為

出
欠

連
絡

不
要

。

　
　

　
手

話
通

訳
者

（
専

任
：
専

従
・
登

録
）
参

加
研

修
会

一
覧

表
（
平

成
2
9
年

度
）

専 任 ・ 専 従 手 話 通 訳 者

独
自

で
開

催
の

研
修

会
内

容

他
機

関
主

催
の

研
修

会
内

容

１
．

第
４

３
回

全
道

ろ
う

あ
者

相
談

員
・
第

４
０

回
専

任
  
  
手

話
通

訳
者

研
修

会
（
札

幌
市

）
  
  
講

演
テ

ー
マ

「
ケ

ー
ス

と
援

助
者

と
の

バ
ウ

ン
ダ

リ
ー

（
心

の
境

界
線

）
と

の
理

解
」

  
  
（
主

催
者

：
北

海
道

ろ
う

あ
連

盟
）

２
．

第
５

０
回

全
国

手
話

通
訳

問
題

研
究

討
論

集
会

  
  
 （

広
島

県
）

第
４

３
回

全
道

ろ
う

あ
相

談
員

・
第

４
０

回
全

道
専

任
手

話
通

訳
者

研
修

会
（
札

幌
市

）
　

講
演

「
支

援
者

と
被

支
援

者
と

の
バ

ウ
ン

ダ
リ

ー
（
心

の
境

界
線

）
の

理
解

」
　

～
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

支
援

者
の

役
割

と
は

～
　

講
師

　
九

州
産

業
大

学
　

国
際

文
化

学
部

臨
床

心
理

学
科

　
　

教
授

　
倉

知
　

延
章

　
氏

　
　

　
　

　
　

　
　

（
主

催
：
北

海
道

ろ
う

あ
連

盟
）

登 録 手 話 通 訳 者

備
考



自
治

体
名

北
広

島
市

石
狩

市
恵

庭
市

研
修

会
名

称
専

門
講

座
①

石
狩

市
登

録
手

話
通

訳
者

研
修

会
②

要
約

筆
記

者
と
の

合
同

研
修

会
③

要
約

筆
記

者
研

修
会

・
登

録
者

研
修

会

開
催

回
数

８
　
回

①
３
回

　
　
②

３
回

　
　
③

４
回

８
回

内
容

・
実

技
研

修
・
事

例
研

究
・
模

擬
通

訳

・
市

担
当

者
を
交

え
た
懇

談
会

・
実

技
研

修
・
健

康
対

策
「
ヨ
ガ
」

・
講

演
「
私

の
通

訳
人

生
～

山
あ
り
谷

あ
り
・
・
・
ま
だ
ま
だ
続

く
凸

凹
道

」
　
講

師
　
北

海
道

ろ
う
あ
連

盟
手

話
通

訳
養

成
委

員
　
中

村
　
秀

子
氏

・
手

話
言

語
条

例
っ
て
何

？
「
石

狩
市

手
話

基
本

条
例

の
め

ざ
す
も
の

」
（
千

歳
市

）
・
事

例
検

討
（
地

域
の

こ
と
）

・
統

一
試

験
問

題
（
場

面
通

訳
）

・
電

話
リ
レ
ー
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学

習
・
医

療
場

面
（
現

場
で
の

疑
問

質
問

）
・
恵

庭
市

女
性

人
材

育
成

セ
ミ
ナ
ー
～

人
間

関
係

を
よ
り
円

滑
に
す
る
方

法
～

今
さ
ら
聞

け
な
い
正

し
い
話

し
方

～

　
　
　
手

話
通

訳
者

（
専

任
：
専

従
・
登

録
）
参

加
研

修
会

一
覧

表
（
平

成
２
９
年

度
）

専 任 ・ 専 従 手 話 通 訳 者

独
自

で
開

催
の

研
修

会
内

容

他
機

関
主

催
の

研
修

会
内

容

・
第

４
２
回

全
道

ろ
う
あ
者

相
談

員
・
第

３
９
回

全
道

専
任

手
話

通
訳

者
研

修
会

（
札

幌
市

）
・
第

１
５
回

日
本

手
話

通
訳

学
会

（
兵

庫
県

）
基

調
講

演
「
新

し
い
手

話
の

創
造

と
手

話
通

訳
士

の
役

割
」

　
講

師
　
高

田
　
英

一
氏

　
そ
の

他
、
発

表
3
件

第
５
０
回

全
国

手
話

通
訳

問
題

研
究

集
会

　
　
　
　
　
　
～

サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ひ
ろ
し
ま
～

記
念

講
演

「
風

の
歌

が
聴

き
た
い
」

講
師

　
大

林
　
宣

彦
氏

分
科

会
C
講

座
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
言

語
・
伝

え
合

う
」

第
４
３
回

全
道

ろ
う
あ
者

相
談

員
・
第

４
０
回

全
道

専
任

手
話

通
訳

　
者

研
修

会
（
札

幌
市

）
　
講

演
「
支

援
者

と
非

支
援

者
と
の

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
（
心

の
境

界
線

）
の

理
解

　
～

ニ
ー
ズ
の

把
握

と
支

援
者

の
役

割
と
は

～
」

手
話

関
係

者
の

健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
ｉｎ
大

阪
講

演
「
聴

覚
障

害
者

へ
の

医
療

に
お
け
る
合

理
的

配
慮

を
考

え
る
」

　
講

義
「
ろ
う
者

を
取

り
巻

く
情

報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
」

　
講

師
　
北

原
　
照

代
　
医

師
（
滋

賀
医

科
大

学
社

会
医

学
講

座
）

　
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
「
健

康
問

題
に
つ
い
て
」

・
手

話
奉

仕
員

・
手

話
通

訳
者

養
成

担
当

講
師

リ
ー
ダ
ー
研

修
会

手
話

通
訳

者
養

成
担

当
講

師
連

続
講

座
「
講

義
編

」
手

話
通

訳
者

の
健

康
管

理
・
こ
と
ば

の
仕

組
み

（
音

声
言

語
）
・
手

話
通

訳
の

理
念

と
仕

事
Ⅰ

　
　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
概

論

手
話

奉
仕

員
養

成
担

当
講

師
連

続
講

座
「
講

義
編

」
聴

覚
障

害
の

基
礎

知
識

・
聴

覚
障

害
者

活
動

と
聴

覚
障

害
者

福
祉

制
度 障

害
者

福
祉

の
基

礎
・
手

話
の

基
礎

知
識

登 録 手 話 通 訳 者

備
考

・
第

４
3
回

全
道

ろ
う
あ
者

相
談

員
・
第

4
0
回

全
道

専
任

手
話

通
訳

者
研

修
会

（
札

幌
市

）
・
軽

中
等

度
難

聴
児

支
援

研
修



　
　

手
話

通
訳

者
の

頸
肩

腕
健

診
状

況
一

覧
表

（
平

成
2
9
年

度
）

自
治

体
及

び
団

体
名

専
任

（
専

従
）
手

話
通

訳
者

受
診

回
数

受
診

医
療

機
関

登
録

手
話

通
訳

者
数

健
診

予
算

（
専

通
と

登
通

の
合

計
額

）

自
治

体
及

び
団

体
名

専
任

（
専

従
）
手

話
通

訳
者

受
診

回
数

受
診

医
療

機
関

登
録

手
話

通
訳

者
数

健
診

予
算

（
専

通
と

登
通

の
合

計
額

）

健
康

問
題

に
関

す
る

学
習

会
の

有
無

及
び

内
容

そ
の

他

５
，

６
１

６
円

（
決

算
額

）

無

１
１

，
２

３
２

円
（
決

算
額

）

無

１
名

　
１

回

無

　
登

録
手

話
通

訳
者

受
診

の
有

無
及

び
受

診
状

況

恵
庭

市

１
名

　
　

１
回

１
名

　
　

１
回

１
名

　
　

１
回

３
名

　
　

２
回

千
歳

市
江

別
市

有
（
１

回
）

１
名

　
　

１
回

　
登

録
手

話
通

訳
者

受
診

の
有

無
及

び
受

診
状

況

健
康

問
題

に
関

す
る

学
習

会
の

有
無

及
び

内
容

そ
の

他

北
広

島
市

石
狩

市

有
（
年

１
回

）
勤

医
協

札
幌

病
院

労
働

衛
生

科
医

師
（
担

当
）
に

よ
る

健
診

結
果

の
傾

向
と

対
策

に
つ

い
て

の
講

義
と

質
疑

応
答

。
学

習
会

に
は

札
聴

協
養

成
事

業
担

当
ろ

う
講

師
へ

も
呼

び
か

け
、

全
体

で
体

調
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

把
握

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
新

登
録

通
訳

者
に

は
レ

ン
ト

ゲ
ン

は
必

須
、

他
登

録
通

訳
者

の
希

望
者

に
は

医
師

が
判

断
す

る
。

・
健

診
へ

の
予

算
は

市
事

業
の

み
。

協
会

登
録

者
へ

は
予

算
化

は
な

し
。

・
札

聴
協

の
組

織
変

更
に

よ
り

、
勤

医
協

の
３

名
は

平
成

２
７

年
２

月
よ

り
専

通
の

カ
ウ

ン
ト

に
含

め
る

。

専
任

手
話

通
訳

者
未

設
置

専
任

手
話

通
訳

者
未

設
置

 勤
医

協
札

幌
病

院
労

働
衛

生
科 9
0
名

１
１

名
　

　
２

回
　

　
①

８
月

　
　

１
２

名
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ②

２
月

　
１

１
名

勤
医

協
札

幌
病

院
労

働
衛

生
科

３
５

０
，

０
０

０
円

１
名

　
２

回

北
海

道
石

狩
振

興
局

当
別

町
新

篠
津

村
札

幌
市

５
１

名

有
（
年

１
回

）

３
８

名

有
（
１

回
）

有
（
１

回
）

９
名

7
名

１
４

名
１

１
名

１
２

名
7
名

１
４

名

無5
名

８
，

２
０

８
円

　
８

４
，

０
０

０
円

4
名

１
２

２
，

２
０

８
円

（
交

通
費

込
み

）
　

７
８

，
６

２
４

円
　

３
３

，
６

９
６

円

有
（
１

回
）

無

勤
医

協
札

幌
病

院
労

働
衛

生
科

・
D

V
D

視
聴

（
頸

肩
腕

症
候

群
予

防
）

「
手

話
通

訳
者

の
健

康
を

守
る

た
め

に
」

発
行

：
全

国
手

話
通

訳
問

題
研

究
会

北
海

道
医

療
大

学
心

理
学

科
臨

床
心

理
学

科
　

臨
床

心
理

士
講

師
　

金
澤

潤
一

郎
氏

「
成

人
の

発
達

障
害

・
認

知
行

動
療

法
に

つ
い

て
」

無

健
康

対
策

　
「
ヨ

ガ
～

揉
ま

ず
に

ほ
ぐ

そ
う

！
す

っ
て

・
は

い
て

・
伸

ば
し

て
・
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
～

」
講

師
公

益
財

団
法

人
石

狩
市

体
育

協
会

　
　

　
　

　
　

　
　

本
間

　
菜

摘
氏



札
幌

市

千
歳

市

江
別

市

北
広

島
市

石
狩

市

恵
庭

市

当
別

町

新
篠

津
村

特
記

事
項

な
し

北
海

道
・

国
内

外

北
海

道
障

が
い

者
施

策
審

議
会

・
意

思
疎

通
支

援
部

会
・
第

4
回

意
思

疎
通

支
援

部
会

・
第

5
回

意
思

疎
通

支
援

部
会

・
第

6
回

意
思

疎
通

支
援

部
会

・
第

7
回

意
思

疎
通

支
援

部
会

・
第

8
回

意
思

疎
通

支
援

部
会

・
第

9
回

意
思

疎
通

支
援

部
会

北
海

道
障

が
い

者
の

意
思

疎
通

の
総

合
的

な
支

援
に

関
す

る
条

例
北

海
道

言
語

と
し

て
の

手
話

の
認

識
の

普
及

等
に

関
す

る
条

例
 3

月
成

立
4
月

施
行

新
規

採
用

職
員

手
話

講
習

会
職

員
手

話
講

習
会

開
催

（
１

０
回

）

特
記

事
項

な
し

・
「
石

狩
市

手
話

基
本

条
例

推
進

懇
話

会
」
開

催
（
８

月
～

計
４

回
）

・
「
全

国
市

区
長

会
　

手
話

劇
祭

」
開

催
(１

０
月

）

・
職

員
手

話
講

習
会

を
開

催
・
登

録
手

話
通

訳
者

推
薦

試
験

実
施

（
6
年

ぶ
り

）

特
記

事
項

な
し

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
石

狩
振

興
局

地
区

　
各

自
治

体
等

の
主

な
施

策
【
平

成
2
9
（
２

０
１

7
）
年

度
】
  

  
  

  
　

　
　

　
　

　

石
狩

振
興

局
地

区
連

絡
会

議

　 ・
中

間
報

告
書

パ
ー

ト
Ⅳ

（
平

成
２

４
～

２
６

年
度

）
資

料
作

成
及

び
確

認
作

業

・
平

成
２

７
年

度
報

告
書

資
料

様
式

の
確

認
作

業

・
情

報
交

換

・
障

が
い

者
に

よ
る

ま
ち

づ
く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
　

打
ち

合
わ

せ
会

議
（
８

月
～

計
３

回
）

・
手

話
・
障

が
い

者
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

検
討

委
員

会
（
７

月
～

計
３

回
）

・
平

成
２

９
年

１
０

月
４

日
可

決
・
１

２
月

１
日

施
行

「
札

幌
市

障
が

い
特

性
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
利

用
の

促
進

に
関

す
る

条
例

」
・
平

成
３

０
年

３
月

６
日

可
決

・
同

日
施

行
「
札

幌
市

手
話

言
語

条
例

」

・
千

歳
市

障
が

い
者

地
域

自
立

支
援

協
議

会
手

話
言

語
条

例
専

門
部

会
　

（
４

月
～

計
９

回
）

・
千

歳
市

手
話

言
語

条
例

制
定

（
H

３
０

．
３

月
８

日
即

日
施

行
）

・
聴

覚
障

が
い

者
の

理
解

促
進

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

作
成

（
H

３
０

．
３

月
発

行
）

特
記

事
項

な
し



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 
  

  
  

 
  

 
 

 
 
厚

生
労

働
省

手
話

通
訳

者
養

成
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
対

応
実

施
状

況
（
北

海
道

委
託

事
業

）
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
手

話
通

訳
者

養
成

事
業

は
平

成
１

１
（１

９
９

９
）
年

度
か

ら
北

海
道

の
委

託
事

業
と

し
て

、
北

海
道

ろ
う

あ
連

盟
が

実
施

 

 
 

 
 

 
 

  
 
  

 
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

 
  

  
 

＊
手

話
奉

仕
員

養
成

事
業

は
基

本
的

に
市

町
村

が
実

施
 

2
01

7
年

 

カ
リ

キ
ュ

 

ラ
ム

 
手

話
通

訳
者

養
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

対
応

（９
０

時
間

） 

基
本

課
程

 
３

５
時

間
 

 
 

 
 

 
 

応
用

課
程

 
３

５
時

間
 

 
 

 
 

 
 

実
践

課
程

 
２

０
時

間
 

 

新
テ

キ
ス

ト
 

～
 

手
話

通
訳

Ⅰ
（
ホ

ッ
プ

）
 

 
 

 
 

 
手

話
通

訳
Ⅱ

（
ス

テ
ッ

プ
）
 

 
 

 
 

手
話

通
訳

Ⅲ
（
ジ

ャ
ン

プ
）
 

 

４
月

か
ら

１
１

月
ま

で
の

８
ヶ

月
間

（
毎

月
、

土
日

２
日

間
）
 

＊
８

月
は

土
日

講
座

 
２

回
実

施
 

 

 
＊

統
一

試
験

は
１

２
月

第
一

土
曜

日
実

施
 

開
催

地
 

及
び

 

会
場

 

札
幌

市
 

帯
広

市
 

講
師

団
 

 北
海

道
ろ

う
あ

連
盟

北
海

道
手

話
通

訳
派

遣
セ

ン
タ

ー
養

成
・
研

修
部

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

予
算

額
 

 

３
，

６
４

３
，

０
０

０
円

 

 
  受

講
者

 

・ 

修
了

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

札
幌

会
場

 
 

受
講

者
 

 
２

６
名

 

修
了

者
 
 
 
２

６
名

 

合
格

者
 

 
 

７
名

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
帯

広
会

場
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
受

講
者

 
 

１
９

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

修
了

者
 
 
 
１

５
名

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

合
格

者
 
 
 
 
1

名
 

備
 

 
考

 
養

成
講

座
７

０
％

出
席

者
に

修
了

証
書

（
北

海
道

ろ
う

あ
連

盟
長

名
）
交

付
 

 

平
成

１
８

年
度

よ
り

道
の

予
算

措
置

で
手

話
通

訳
者

全
国

統
一

試
験

実
施

（
養

成
講

座
修

了
者

の
み

対
象

）
 

 
 

 
 

 
 

＊
札

幌
市

は
平

成
１

６
（
２

０
０

４
）年

度
よ

り
実

施
 

 



                       

手話通訳士倫理綱領 

      

 一般社団法人日本手話通訳士協会 

 

  私たち手話通訳士は、聴覚障害者の社会参加を拒む障壁が解消され、聴覚障

害者の社会への完全参加と平等が実現されることを願っている。このことは私

たちを含めたすべての人々の自己実現につながるものである。 

 私たち手話通訳士は、以上の認識にたって、社会的に正当に評価されるべき

専門職として、互いに共同し、広く社会の人々と協同する立場から、ここに倫

理綱領を定める。 

 

１． 手話通訳士は、すべての人々の基本的人権を尊重し、これを擁護する。 

 

２． 手話通訳士は、専門的な技術と知識を駆使して、聴覚障害者が社会のあ

らゆる場面で主体的に参加できるように努める。 

 

３． 手話通訳士は、良好な状態で業務が行えることを求め、所属する機関や

団体の責任者に本綱領の遵守と理解を促し、業務の改善・向上に努める。 

 

４． 手話通訳士は、職務上知りえた聴覚障害者及び関係者についての情報を、

その意に反して第三者に提供しない。 

 

５． 手話通訳士は、その技術と知識の向上に努める。 

 

６． 手話通訳士は、自らの技術や知識が人権の侵害や反社会的な目的に利用

される結果とならないよう、常に検証する。 

 

７． 手話通訳士は、手話通訳制度の充実・発展及び手話通訳士養成について、

その研究・実践に積極的に参加する。 

 

 

                  １９９７（平成９）年５月４日制定 

                                 ＊法人格取得 ２００９（平成２１）年度 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発  行  日 令和元（２０１９）年９月３０日 

・発  行  先 石狩振興局地区専任手話通訳者連絡会議 

・問い合わせ先 北海道石狩振興局保健環境部社会福祉課配置 

（公益社団法人北海道ろうあ連盟 

北海道手話通訳派遣センター石狩 手話通訳者） 

・住        所 ０６０－８５５８ 

               札幌市中央区北３条西７丁目 

電話  ０１１－２３１－４１１１ 内線３４－９１６ 

FAX   ０１１－２３２－１０９０ 

 


